
（
六
）
亡
弟
子
智
泉
が
爲
の
達
嚫
の
文 

 
空
海
が
こ
の
文
で
「
入
道
の
長
子
」
（
最
初
の
弟
子
）
と
言
い
、
ず
っ
と
身
近
に
置
い
て
育
て
た
弟
子

智
泉
は
、
出
自
が
讃
岐
の
菅
原
氏
あ
る
い
は
阿
刀
氏
で
、
母
は
空
海
の
姉
と
言
わ
れ
て
い
る
。 

そ
の
生
没
年
は
不
詳
で
、
一
般
に
延
暦
八
年
（
七
八
九
）
二
月
十
四
日
～
天
長
二
年
（
八
二
五
）
二
月

十
四
日
と
言
わ
れ
て
い
る
。
延
暦
十
六
年
（
七
九
七
）、
九
才
の
時
、
空
海
に
伴
わ
れ
て
大
安
寺
の
勤
操
に

入
室
。
十
四
才
で
空
海
の
従
者
に
な
っ
た
と
さ
れ
る
。
同
二
十
三
年
、
十
六
才
で
受
戒
し
た
と
伝
え
ら
れ

る
が
、
当
時
具
足
戒
受
戒
は
二
十
才
か
ら
で
、
事
実
関
係
は
不
明
で
あ
る
。
し
か
し
同
年
、
空
海
の
侍
者

と
し
て
第
十
六
次
遣
唐
使
船
に
乗
り
、
大
同
元
年
（
八
〇
六
）
空
海
と
と
も
に
帰
国
し
て
筑
紫
の
観
世
音

寺
に
留
ま
っ
た
。
大
同
四
年
（
八
〇
九
）
空
海
に
随
っ
て
入
京
し
高
雄
山
寺
に
入
り
、
や
が
て
そ
の
三
綱

と
な
っ
た
と
い
う
。
空
海
の
高
野
山
開
創
に
は
最
初
か
ら
手
足
と
な
っ
て
か
か
わ
り
、
の
ち
に
東
南
院
を

住
坊
と
し
、
そ
こ
で
遷
化
し
た
。 

空
海
に
と
っ
て
は
甥
に
あ
た
り
、
侍
者
と
し
て
公
私
と
も
に
身
近
に
あ
っ
た
智
泉
だ
け
に
、
そ
の
早
逝

に
空
海
は
相
当
悲
し
ん
だ
ら
し
く
、
そ
の
心
情
が
伝
わ
っ
て
く
る
。 

   



●
本
文
：
夫 

寥
廓
性
虚 

離
諸
因
而
凝
然 

飄
蕩
染
海 

隨
衆
緣
以
起
滅 

故
能 

一
念
妄
風 

鼓
波
濤
心
壑 

十
二
因
縁 

化
生
死
迷
夢 

識
幻
構
三
有
獄 

色
焔
逸
六
趣
野 

遂
使 

无
明
羅

刹 

斫
龜
鶴
之
命 

異
滅
旃
陀 

殺
蜉
蝣
之
體 

乍
無
乍
有 

既
如
浮
雲 

忽
顯
忽
隠 

還
似
泡

沫 
苦
樂
天
獄
之
縣 

憂
喜
人
畜
之
落 

可
嘆
可
嘆 

幻
化
子 

悠
哉
悠
哉 

乾
城
客 

書
き
下
し
：
夫
れ
、
寥

り
ょ
う

廓 か
く

た
る
性

し
ょ
う

虚こ

は
諸
因
を
離
れ
て
凝

然

ぎ
ょ
う
ね
ん

た
り
。
飄

蕩

ひ
ょ
う
と
う

た
る
染 ぜ

ん

海 か
い

は
衆
緣
に
随
い

以
て
起
滅
す
。
故
に
、
能
く
一
念
の
妄
風
は
波
濤
を
心
壑

し
ん
が
く

に
鼓 う

ち
、
十
二
因
縁
は
生
死
を
迷
夢
に
化
す
。

識し
き

幻げ
ん

は
三さ

ん

有う

の
獄ご

く

に
構
え
、
色
焔

し
き
え
ん

六 ろ
く

趣 し
ゅ

の
野 や

に
逸 い

つ

な
り
。
遂
い
に
无 む

明
み
ょ
う

の
羅
刹

ら

せ

つ

を
し
て
龜
鶴

き

か

く

の
命
を
斫 は

つ

り
、
異
滅

い

め

つ

の
旃
陀

せ

ん

だ

は
蜉
蝣

か
げ
ろ
う

の
體
を
殺
す
。

乍
た
ち
ま
ち

に
無
く
乍
に
有
る
、
既
に
浮
雲
の
如
し
。

忽
た
ち
ま
ち

に
顯
わ

れ
忽
に
隠
る
、
還 か

え

っ
て
泡
沫
に
似
た
り
。
天
獄

て
ん
ご
く

の
縣
に
苦
樂
し
、
人
畜
の
落 さ

と

に
憂
喜
す
。
嘆
く
べ
し
嘆

く
べ
し
、
幻
化

げ

ん

け

の
子
。
悠
か
な
る
哉
、
悠
か
な
る
哉
、
乾
城
の
客
。 

私
訳
：
そ
も
そ
も
、
広
大
無
辺
の
法
性
の
虚
空
は
あ
ら
ゆ
る
因
と
縁
を
離
れ
て
じ
っ
と
動
か
な
い
。
波
が

う
ね
っ
て
揺
れ
動
く
煩
悩
の
海
は
多
く
の
因
縁
に
随
っ
て
以
て
生
滅
を
く
り
返
す
。
故
に
、
能
く
妄
念



の
ひ
と
吹
き
の
風
は
波
濤
（
意
識
・
末
那
識
）
を
起
し
そ
の
音
を
心
壑
（
蔵
識
、
ア
ー
ラ
ヤ
識
）
に
打

ち
鳴
ら
し
、
十
二
因
縁
は
生
死
（
迷
妄
の
世
界
）
を
真
実
の
世
界
だ
と
錯
覚
（
迷
夢
）
さ
せ
て
し
ま
う
。

識
（
能
変
、
ア
ー
ラ
ヤ
識
・
末
那
識
・
意
識
）
と
幻
（
所
変
、
一
切
法
）
は
欲
界
・
色
界
・
無
色
界
と

い
う
牢
獄
で
転
変
し
、
色
焔
（
意
識
・
末
那
識
の
対
象
界
、
一
切
法
）
は
六
道
輪
廻
の
世
界
で
気
ま
ま

で
あ
る
。
か
く
し
て
、
無
明
（
生
命
欲
）
と
い
う
悪
鬼
（
人
を
食
う
悪
鬼
）
に
亀
や
鶴
の
命
（
長
寿
）

を
削
ら
せ
、
変
幻
・
生
滅
を
く
り
返
し
無
常
を
知
ら
な
い
最
下
層
の
民
（
凡
夫
）
は
ト
ン
ボ
（
俗
世
の

は
か
な
さ
）
の
身
体
を
殺
す
。
（
俗
世
の
欲
と
い
う
も
の
は
）
す
ぐ
に
無
く
な
っ
た
り
有
っ
た
り
し
て

浮
雲
の
よ
う
で
あ
り
、
す
ぐ
に
顕
わ
れ
て
は
消
え
る
の
も
水
の
泡
に
似
て
い
る
。
天
国
か
ら
地
獄
ま
で

の
心
域
で
苦
楽
し
、
人
間
と
畜
生
の
集
落
で
憂
喜
す
る
。
歎
き
な
さ
い
、
歎
き
な
さ
い
。
幻
の
よ
う
な

変
幻
の
世
界
に
生
き
る
子
供
（
凡
夫
）
よ
。
は
る
か
な
る
か
な
、
は
る
か
な
る
か
な
。
蜃
気
楼
（
幻
の

一
つ
）
に
迷
う
旅
人
（
凡
夫
）
よ
。 

 

※
註
記
１
：
寥
廓
は
、
広
々
と
し
て
大
き
い
こ
と
。 

※
註
記
２
：
性
虚
は
、
法
性
の
虚
空
。 

※
註
記
３
：
凝
然
は
、
じ
っ
と
し
て
動
か
な
い
こ
と
、
不
動
。 

※
註
記
４
：
飄
蕩
は
、
波
に
も
ま
れ
て
漂
う
こ
と
。
揺
れ
動
く
こ
と
、
さ
ま
よ
う
こ
と
。 

※
註
記
５
：
染
海
は
、
煩
悩
の
海
。 

※
註
記
６
：
妄
風
は
、
迷
妄
の
風
。 



※
註
記
７
：
波
濤
は
、
迷
妄
の
波
。
第
六
識
（
意
識
）
と
第
七
識
（
末
那
識
）
の
喩
え
（
『
三
教
指
歸 

 
性
霊
集
』
岩
波
書
店
）
。 

※
註
記
８
：
心
壑
は
、
心
の
奥
の
谷
。
第
八
識
（
蔵
識
、
ア
ー
ラ
ヤ
識
）
の
喩
え
（
『
三
教
指
歸 

性
霊
集
』

岩
波
書
店
）
。 

※
註
記
９
：
鼓
は
、
煽
る
。
叩
く
、
奮
い
立
た
せ
る
、
の
意
。 

※
註
記
１
０
：
識
幻
は
、
識
が
唯
識
で
言
う
能
変
、
幻
が
所
変
。 

※
註
記
１
１
：
三
有
は
、
欲
界
・
色
界
・
無
色
界
の
三
界
。 

※
註
記
１
２
：
色
焔
は
、
意
識
・
末
那
識
の
対
象
界
。 

※
註
記
１
３
：
六
趣
は
、
六
道
輪
廻
。 

※
註
記
１
４
：
无
明
は
、
無
明
。
生
命
欲
。
真
実
の
世
界
を
知
ら
な
い
煩
悩
の
レ
ベ
ル
。 

※
註
記
１
５
：
羅
刹
は
、
悪
鬼
。 

※
註
記
１
６
：
異
滅
は
、
生
・
住
・
異
・
滅
（
四
相
）
の
異
・
滅
。
異
は
変
幻
・
衰
退
。 

※
註
記
１
７
：
旃
陀
は
、
チ
ャ
ン
ダ
ー
ラ
。
不
可
触
浅
眠
。
こ
こ
で
は
凡
夫
、
の
意
。 

※
註
記
１
８
：
蜉
蝣
は
、
か
げ
ろ
う
。 

※
註
記
１
９
：
天
獄
は
、
天
国
か
ら
地
獄
ま
で
の
輪
廻
の
世
界
。 

※
註
記
２
０
：
幻
化
の
子
は
、
幻
の
よ
う
な
変
幻
の
世
界
に
生
き
る
凡
夫
。 

※
註
記
２
１
：
乾
城
は
、
乾
闥
婆
城
。
蜃
気
楼
の
こ
と
。 

 



●
本
文
：
爰 

覺
王
垂
悲 

接
誘
群
迷 

智
臣
騎
忍 

汲
引
衆
憨 

廣
投
教
網 

漉
沈
淪
之
魚 

 
高
張
法
羅 

罩
飛
散
之
鳥 

宰
以
智
惠
之
刀 

煮
以
一
味
之
鼎 

三
點
四
德
之
客 

日
夜 

盤
樂 

不
二
一
如
之
主 

歳
時
无
爲 

无
爲
之
爲 

誰
敢
思
議
之
矣 

念
亡
我
法
化 

書
き
下
し
：
爰
に
、
覺か

く

王お
う

は
悲
を
垂た

れ
て
群
迷

ぐ
ん
め
い

を
接

誘

し
ょ
う
つ
ゆ
う

し
、
智ち

臣し
ん

は
忍
に
騎の

っ
て
衆
憨

し
ゅ
か
ん

を
汲
引
す
。
廣

く
教
網

き
ょ
う
も
う

を
投
げ
て
沈
淪

ち
ん
り
ん

の
魚
を
漉す

き
、
高
く
法ほ

う

羅ら

を
張
っ
て
飛
散
の
鳥
を
罩こ

め
る
。
宰

つ
か
さ

ど
る
に
智
惠

の
刀
を
以
て
し
、
煮
る
に
一
味
の
鼎

か
な
え

を
以
て
す
。
三
點
四
德
の
客
、
日
夜
に
盤
樂

ば
ん
ら
く

し
、
不
二
一
如
の
主
、

歳
時

さ

い

じ

に
爲
す
こ
と
无
し
。
无
爲
の
爲
、
誰
か
敢
え
て
之
を
思
議
せ
ん
や
。 

私
訳
：
こ
こ
に
、
覚
王
（
大
日
如
来
）
は
、
慈
悲
を
示
し
凡
夫
に
接
し
て
サ
ト
リ
の
世
界
に
導
き
入
れ
、

智
慧
の
す
ぐ
れ
た
臣
下
（
菩
薩
）
は
、
忍
辱
波
羅
蜜
（
耐
え
忍
ぶ
行
い
）
に
よ
っ
て
迷
え
る
衆
生
（
凡

夫
）
を
仏
道
に
引
き
入
れ
る
。
（
そ
れ
は
）
広
く
密
法
の
網
を
投
げ
て
水
に
深
く
沈
ん
で
い
る
魚
を
す

く
い
上
げ
、
高
く
仏
法
の
網
を
張
っ
て
飛
び
散
る
鳥
を
捕
獲
し
、
（
そ
れ
ら
を
）
サ
ト
リ
の
智
慧
の
刀

で
料
理
（
化
導
）
し
、
（
三
本
足
（
＝
三
乗
）
の
形
な
が
ら
一
つ
の
器
と
し
て
密
法
一
乗
を
象
徴
す
る

鼎
で
煮
る
の
で
あ
る
。
（
す
る
と
）
法
身
・
般
若
・
解
脱
の
三
徳
や
常
・
楽
・
我
・
浄
の
四
徳
と
い
う

涅
槃
の
世
界
に
い
る
如
来
は
、
日
夜
腰
に
根
が
生
え
た
よ
う
に
動
か
ず
、
如
来
と
衆
生
と
が
不
二
平
等



の
境
界
に
あ
る
大
日
如
来
も
、
春
夏
秋
冬
や
る
こ
と
が
な
い
（
よ
う
で
あ
る
）
。
こ
の
無
為
の
為
、
誰

が
敢
え
て
思
い
を
め
ぐ
ら
せ
考
え
に
ふ
け
る
だ
ろ
う
か
。 

 

※
註
記
１
：
覺
王
は
、
大
日
如
来
。 

※
註
記
２
：
垂
は
、
示
す
こ
と
、
模
範
・
教
え
を
示
す
こ
と
。 

※
註
記
３
：
群
迷
は
、
凡
夫
。 

※
註
記
４
：
接
誘
は
、
サ
ト
リ
の
世
界
に
導
き
入
れ
る
こ
と
。 

※
註
記
５
：
智
臣
は
、
智
慧
の
す
ぐ
れ
た
臣
下
・
弟
子
。
覺
王
の
臣
下
＝
菩
薩
。 

※
註
記
６
：
忍
は
、
忍
辱
、
六
波
羅
蜜
の
一
つ
。 

※
註
記
７
：
衆
憨
は
、
迷
え
る
衆
生
（
凡
夫
）
。 

※
註
記
８
：
沈
淪
は
、
水
に
深
く
沈
ん
で
い
る
、
俗
世
に
迷
え
る
（
凡
夫
）
、
の
意
。 

※
註
記
９
：
法
羅
は
、
仏
法
の
網
。 

※
註
記
１
０
：
宰
は
、
料
理
す
る
こ
と
。 

※
註
記
１
１
：
一
味
は
、
一
乗
＝
密
教
。 

※
註
記
１
２
：
鼎
は
、
三
本
足
＝
三
乗
の
形
な
が
ら
、
一
つ
の
器
と
し
て
密
法
一
乗
を
象
徴
す
る
。 

※
註
記
１
３
：
三
點
は
、
涅
槃
の
内
容
で
あ
る
法
身
・
般
若
・
解
脱
の
三
徳
。
こ
れ
を
悉
曇
で
三
点
（
転
）

と
す
る
。
例
え
ば
、
「
イ
」
字
は
三
つ
の
点
で
一
字
と
な
り
、
三
点
は
不
離
の
意
も
表
す
。 

※
註
記
１
４
：
四
德
は
、
涅
槃
の
四
徳
＝
常
・
楽
・
我
・
浄
。 



※
註
記
１
５
：
客
は
、
如
来
『
三
教
指
歸 

性
霊
集
』
岩
波
書
店
）
。 

※
註
記
１
６
：
主
は
、
大
日
如
来
。 

※
註
記
１
７
：
盤
樂
は
、
腰
に
根
が
生
え
た
よ
う
に
動
か
な
い
こ
と
。 

※
註
記
１
８
：
歳
時
は
、
四
季
、
四
季
折
々
、
一
年
。 

 

●
本
文
：
念
亡
我
法
化 

金
剛
子
智
泉 

俗
家
謂
我
舅 

入
道
則
長
子 

孝
心
事
吾 

二
紀
于
今
矣 

恭
敬
稟
法 
兩
部
无
遺 

口
密
无
非 

豈
唯
嗣
宗
之
不
言 

怒
也
不
移 

誰
論
顔
子
之
不
貮 

斗

藪
與
同
和 

王
宮
與
山
巖 

影
隨
不
離 

股
肱
相
從 

吾
飢
汝
亦
飢 

吾
樂
汝
亦
樂 

所
謂 

孔

門
囘
愚 

釋
家
慶
賢 
汝
卽
當
之 

所
冀 

轉
百
年
之
遺
輪 

驚
三
密
於
長
夜 

豈
圖 

請
棺
槨

乎
吾
車 

感
有
慟
乎
吾
懷 
哀
哉
哀
哉 

哀
中
之
哀 

悲
哉
悲
哉 

悲
中
之
悲 

雖
云
覺
朝
无
夢

虎 

悟
日
莫
幻
象 

然
猶 
夢
夜
之
別 

不
忍
不
覺
之
涙 

巨
壑
半
渡 

片
檝
忽
折 

大
虚
未
凌 

一
翎
乍
摧 

哀
哉
哀
哉 

復
哀
哉 
悲
哉
悲
哉 

重
悲
哉 

書
き
下
し
：
念お

も

う
に
、
亡
き
我
が
法
化

ほ

う

け

、
金
剛
の
子
智
泉
は
、
俗
家
に
我
を
舅
と
謂
う
。
入
道
し
て
則
ち
長
子

ち
ょ
う
し

た
り
。
孝
心
あ
り
て
吾
に
事
う
る
こ
と
今
に
二
紀
。
恭
敬
し
て
法
を
稟う

け
兩
部
遺の

こ

る
こ
と
无
し
。
口
密

に
非
无
く
、
豈あ

に

唯
だ
嗣
宗

し

そ

う

の
不
言
な
ら
ん
や
、
怒
り
や
移
さ
ず
、
誰
か
顔
子

が

ん

し

の
不

貮
ふ
た
た
び
せ

ざ
る
を
論
ぜ
ん
。



斗と

藪そ
う

と
同
和
と
、
王
宮
と
山さ

ん

巖が
ん

と
、
影
と
な
っ
て
隨
い
離
れ
ず
。
股
肱

こ

こ

う

と
な
っ
て
相
從
う
。
吾
飢
れ
ば

汝
亦
た
飢
え
、
吾
樂
し
め
ば
汝
亦
た
樂
し
む
。
所
謂

い
わ
ゆ
る

孔
門

こ
う
も
ん

の
囘か

い

愚ぐ

、
釋
家
の
慶

き
ょ
う

賢け
ん 

汝
卽
ち
之
に
當
る
。 

冀ね
が

う
所
は
、
百
年
の
遺ゆ

い

輪り
ん

を
轉
じ
、
三
密
を
長
夜

じ
ょ
う
や

に
驚
か
せ
る
こ
と
な
り
。
豈あ

に

圖は
か

ら
ん
や
、
棺
槨

か
ん
か
く

を
吾

が
車
に
請
う
て
、
慟

な
げ
き

有
る
を
吾
が
懷

お
も
い

に
感
ぜ
し
め
ん
と
。
哀
れ
な
る
哉
、
哀
れ
な
る
哉
、
哀
れ
の
な

か
の
哀
な
り
。
悲
し
い
哉
、
悲
し
い
哉
。
悲
し
さ
の
な
か
の
悲
し
さ
な
り
。
覺さ

と

り
の
朝
に
夢
虎

む

こ

无
く
、

悟
り
の
日
に
幻げ

ん

象ぞ
う

莫な

し
と
云
う
と
雖
も
、
然
れ
ど
も
猶な

お

、
夢
夜

ぼ

う

や

の
別
れ
、
不
忍
不
覺
の
涙
、
巨
壑

き
ょ
か
く

を
半

ば
渡
る
に
片
檝

へ
ん
し
ゅ
う

忽
ち
に
折
れ
、
大
虚

だ

い

こ

を
未
だ
凌
が
ざ
る
に
一
翎れ

い

乍
ち
に
摧
く
。
哀
れ
な
る
哉
、
哀
れ
な

る
哉
。
復
た
哀
れ
な
る
哉
。
悲
し
い
哉
、
悲
し
い
哉
。
重
ね
て
悲
し
い
哉
。 

私
訳
：
思
う
に
、
今
は
亡
き
わ
が
弟
子
、
密
教
の
仏
子
智
泉
は
、
俗
世
の
関
係
で
は
私
が
叔
父
に
当
る
。

仏
門
に
入
っ
て
私
の
初
め
て
の
弟
子
と
な
っ
た
。
真
心
を
も
っ
て
私
に
仕
え
る
こ
と
二
十
四
年
、
謹
み

敬
っ
て
密
法
を
受
法
し
、
金
胎
両
部
の
大
法
を
遺
漏
な
く
受
持
し
た
。
そ
の
言
葉
や
意
味
す
る
と
こ
ろ



に
非
が
な
く
、
阮
嗣
宗
（
阮
籍
）
が
他
人
の
批
評
は
控
え
口
に
し
な
か
っ
た
故
事
は
言
う
ま
で
も
な
く
、

怒
り
は
他
人
を
傷
つ
け
た
り
せ
ず
、
過
ち
は
二
度
と
く
り
返
さ
な
い
顔
回
（
孔
子
の
弟
子
）
の
故
事
を

論
ず
る
ま
で
も
な
い
。
修
行
で
も
住
坊
で
の
同
居
で
も
、
皇
居
で
も
山
林
で
も
、
影
と
な
っ
て
随
順
し

て
離
れ
ず
、
手
足
と
な
っ
て
補
佐
し
た
。
私
が
飢
え
れ
ば
お
前
も
ま
た
飢
え
、
私
が
楽
し
め
ば
お
前
も

ま
た
楽
し
ん
だ
。
い
わ
ゆ
る
孔
子
の
門
弟
の
「
顔
回
愚
か
な
ら
ず
」
や
、
釈
尊
の
弟
子
の
う
ち
二
十
年

も
仕
え
た
阿
難
は
、
こ
れ
に
お
前
は
相
当
す
る
。
（
そ
の
お
前
に
願
い
た
い
の
は
）
長
い
歳
月
釈
尊
が

遺
し
た
教
え
を
広
め
、
密
法
に
よ
っ
て
煩
悩
か
ら
目
覚
め
ず
長
い
夜
眠
っ
て
い
る
凡
夫
を
驚
か
す
こ
と

で
あ
る
。
よ
も
や
、
顔
回
の
死
の
際
の
故
事
の
よ
う
に
、
私
の
車
を
ひ
つ
ぎ
に
し
た
い
と
願
う
こ
と
や
、

（
孔
子
と
お
な
じ
よ
う
に
）
弟
子
へ
の
想
い
に
歎
き
を
さ
ら
に
感
じ
さ
せ
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
と
は
。

哀
れ
な
る
か
な
、
哀
れ
な
る
か
な
、
哀
れ
の
な
か
の
さ
ら
な
る
哀
れ
で
あ
る
。
悲
し
い
か
な
、
悲
し
い

か
な
。
悲
し
さ
の
な
か
の
さ
ら
な
る
悲
し
さ
で
あ
る
。
覚
っ
た
朝
に
夢
で
見
た
虎
は
な
く
、
悟
っ
た
日

中
に
幻
の
象
は
な
い
と
言
わ
れ
る
が
、
そ
え
で
も
な
お
、
夢
の
な
か
で
の
別
れ
、
忍
び
が
た
き
不
覚
の

涙
は
、
大
波
の
海
を
半
ば
渡
っ
た
と
こ
ろ
で
た
ち
ま
ち
一
本
の
舵
が
折
れ
、
大
空
を
飛
び
終
わ
ら
な
い

う
ち
に
鳥
の
羽
が
一
つ
砕
け
て
し
ま
っ
た
。
哀
れ
な
る
か
な
、
哀
れ
な
る
か
な
。
さ
ら
に
、
哀
れ
な
る

か
な
。
悲
し
い
か
な
、
悲
し
い
か
な
。
重
ね
て
悲
し
い
か
な
。 

 

※
註
記
１
：
法
化
は
、
弟
子
。 

※
註
記
２
：
金
剛
子
は
、
金
剛
乗
（
密
教
）
の
仏
子
。 



※
註
記
３
：
長
子
は
、
長
男
。
初
め
て
の
弟
子
。 

※
註
記
４
：
紀
は
、
十
二
年
。 

※
註
記
５
：
嗣
宗
は
、
阮
嗣
宗
。
「
竹
林
の
七
賢
」
の
一
人
で
三
国
時
代
の
魏
の
思
想
家
の
阮
籍
。
立
身

出
世
の
道
を
捨
て
、
反
世
間
的
・
反
権
力
的
な
酒
・
奇
行
・
清
談
を
専
ら
と
し
、
老
荘
・
神
仙
を
説
き

他
人
の
批
評
を
避
け
た
。 

※
註
記
６
：
顔
子
は
、
孔
子
の
弟
子
の
顔
回
。 

※
註
記
７
：
貮
は
、
（
二
度
も
）
く
り
返
す
こ
と
。 

※
註
記
８
：
斗
藪
は
、
身
を
清
浄
に
し
て
修
行
す
る
こ
と
。 

※
註
記
９
：
同
和
は
、
住
坊
に
あ
っ
て
同
居
和
合
す
る
こ
と
。 

※
註
記
１
１
：
股
肱
は
、
も
も
・
ひ
じ
。
転
じ
て
、
主
君
の
手
足
と
な
っ
て
補
佐
す
る
こ
と
。 

※
註
記
１
２
：
孔
門
は
、
孔
子
の
門
弟
。 

※
註
記
１
３
：
囘
愚
は
、
『
論
語
』
為
政
第
二
に
「
子
曰
わ
く 

吾
回
（
顔
回
）
と
言
う
。
終
日
違
わ
ざ
る

こ
と
愚
な
る
が
如
し
。
退
い
て
其
の
私
を
省
み
れ
ば
、
亦
た
以
っ
て
発
す
る
に
足
る
、
や
不
愚
か
な
ら

ず
」
、
す
な
わ
ち
「
私
が
顔
回
と
一
緒
に
話
し
て
い
て
も
、
彼
は
静
か
に
聞
い
て
い
る
だ
け
で
愚
か
の

よ
う
だ
。
し
か
し
、
私
の
前
を
退
い
た
あ
と
、
彼
の
私
生
活
を
観
察
し
て
み
る
と
、
私
の
教
え
を
充
分

啓
発
し
て
い
る
。
顔
回
は
愚
か
で
は
な
い
」
と
あ
り
、
不
言
実
行
の
故
事
。 

※
註
記
１
４
：
釋
家
は
、
釈
尊
の
子
弟
。 

※
註
記
１
５
：
慶
賢
は
、
阿
難
（
『
三
教
指
歸 

性
霊
集
』
岩
波
書
店
）
。 



※
註
記
１
６
：
遺
輪
は
、
釈
尊
が
遺
し
た
法
輪
＝
教
え
。 

※
註
記
１
７
：
長
夜
は
、
衆
生
（
凡
夫
）
の
煩
悩
か
ら
目
覚
め
な
い
長
い
夜
。 

※
註
記
１
８
：
棺
槨
は
、
二
重
の
ひ
つ
ぎ
。
棺
は
内
棺
、
槨
は
外
棺
。
『
論
語
』
先
進
第
十
一
に
「
顔
淵

死
す
。
顏
路
（
顔
回
の
父
）
、
子
（
孔
子
）
の
車
以
て
之
が
椁
と
為
さ
ん
こ
と
を
請
う
。
子
（
孔
子
）

曰
く
。
才
あ
る
も
才
あ
ら
ざ
る
も
，
亦
各
々
其
の
子
を
言
う
な
り
。
鯉
（
長
男
）
や
死
す
、
棺
有
り
て

椁
無
し
。
吾
徒
行
し
て
以
て
之
が
椁
を
為
（
つ
く
）
ら
ざ
る
は
。
吾
が
大
夫
の
後
に
従
う
を
以
て
、
徒

行
す
る
べ
か
ら
ざ
る
な
り
」
と
あ
る
。 

※
註
記
１
９
：
慟
は
、
歎
き
。 

※
註
記
２
０
：
巨
壑
は
、
大
波
、
大
海
。
六
波
羅
蜜
（
『
三
教
指
歸 

性
霊
集
』
岩
波
書
店
）
。 

※
註
記
２
１
：
片
檝
は
、
一
本
の
舵
。 

※
註
記
２
２
：
大
虚
は
、
大
虚
空
、
大
空
。 

※
註
記
２
３
：
一
翎
は
、
一
枚
の
羽
。 

 

●
本
文
：
又
夫 

世
諦
事
法 

如
來
存
而
不
毀 

眞
言
祕
印 

汝
已
授
而
不
謬 

一
字
一
畫 

呑
衆

經
而
不
飽 

一
誦
一
念 

銷
諸
障
以
非
難 
證
不
生
於
一
阿 

得
五
智
乎
鎫
水 

法
界
三
昧 

汝

久
修
習 

遮
那
四
祕 

汝
亦
游
泳 

觀
月
鏡
於
心
蓮 

燒
妄
薪
於
智
火 

我
則
金
剛 

我
則
法
界 

三
等
眞
言
加
持
故 

五
相
成
身 

妙
觀
智
力 

卽
身
成
佛 

卽
心
曼
荼 

故
經
云 

我
覺
本
不
生

云
々 

又
眞
言
曰 

曩
莫
三
曼
多
没
駄
南 

阿
三
迷
底
里
三
迷 

三
麼
曳
沙
縛
訶
云
々 

如
是 



眞
言 

如
是
伽
陀 

示
法
體
此
身 

表
眞
理
此
心 

一
聞
則
除
四
重
一
闡
提 

一
誦
則
證
三
等
四

法
身 

汝
久
解
此
義 

吾
重
爲
汝
説 

書
き
下
し
：
又
夫
れ
、
世
諦

せ

た

い

の
事
法

じ

ほ

う

、
如
來
の
存
し
て
毀や

ぶ

ら
ず
、
眞
言
の
祕
印
、
汝
已
に
授
か
っ
て

謬
あ
や
ま
ら

ら

ず
。
一
字
一
畫か

く

に
衆
經

し
ゅ
き
ょ
う

を
呑
ん
で
飽あ

か
ず
、
一
誦
一
念
は
諸
障
を
銷け

し
て
以
て
難
し
か
ら
ず
。
不
生
を

一
阿
に
證
し
五
智
を
鎫ば

ん

水す
い

に
得
た
り
。
法
界
三
昧
を
汝
久
し
く
修
習
し
、
遮
那
の
四
祕
に
汝
ま
た
游
泳

す
。
月が

っ

鏡
き
ょ
う

を
心し

ん

蓮れ
ん

に
觀
じ
妄も

う

薪し
ん

を
智ち

火か

に
燒
く
。
我
は
則
ち
金
剛
、
我
は
則
ち
法
界
。
三
等
の
眞
言
の

加
持
の
故
に
五
相

ご

そ

う

成
身

じ
ょ
う
じ
ん

し
、
妙
觀
智
力
あ
っ
て
卽
身
成
佛
す
。
卽
ち
心
は
曼
荼
な
り
。
故
に
經
に
云
わ

く
、
我
覺
本
不
生
云
々
。
又
眞
言
に
曰
わ
く
。
曩
莫
三
曼
多
没
駄
南 

阿
三
迷
底
里
三
迷 

三
麼
曳
沙

縛
訶
云
々
と
。
是
の
如
き
眞
言
、
是
の
如
き
伽
陀

が

だ

、
法
體

ほ
う
た
い

を
此
の
身
に
示
し
、
眞
理
を
此
の
心
に
表
わ

す
。
一
た
び
聞
け
ば
則
ち
四
重
一
闡
提

し
じ
ゅ
う
い
ち
せ
ん
だ
い

を
除
き
、
一
た
び
誦
す
れ
ば
則
ち
三
等
四
法

さ
ん
と
う
し
ほ
っ

身し
ん

を
證
す
。
汝
久

し
く
此
の
義
を
解
す
。
吾
重
ね
て
汝
の
爲
に
説
く
。 



私
訳
：
ま
た
、
そ
も
そ
も
、
世
俗
の
理
法
で
あ
る
生
滅
流
転
を
く
り
返
す
諸
行
無
常
の
道
理
を
、
（
世
俗

の
生
・
老
・
病
・
死
を
越
え
て
不
死
で
あ
る
は
ず
の
）
如
来
さ
え
こ
の
世
に
存
在
し
て
破
ら
ず
、
真
言

門
の
秘
印
を
お
前
は
す
で
に
受
持
し
て
誤
る
こ
と
が
な
い
。
一
つ
の
文
字
一
つ
の
字
画
に
多
く
の
密
典

が
含
ま
れ
る
こ
と
充
分
で
あ
り
、
一
つ
の
口
誦
一
つ
の
観
想
は
諸
々
の
障
礙
を
消
す
こ
と
難
し
か
ら
ず
。

阿
字
の
一
字
に
本
不
生
の
理
法
を
覚
り
、
五
智
を
バ
ン
字
大
悲
の
水
に
得
て
い
る
。
法
界
定
印
を
結
ぶ

胎
蔵
界
念
誦
法
を
お
前
は
長
い
間
く
り
返
し
行
い
、
ま
た
『
金
剛
頂
経
』
の
所
説
に
等
し
い
大
・
三
・

法
・
羯
の
四
種
智
印
の
修
習
も
お
前
は
怠
ら
な
か
っ
た
。
本
有
菩
提
心
を
清
浄
な
心
に
観
想
し
、
迷
妄

の
薪
を
サ
ト
リ
の
智
慧
の
火
で
焼
く
。
私
は
金
剛
身
で
あ
り
、
私
は
法
界
で
あ
り
、
こ
の
私
と
金
剛
身

と
法
界
の
一
体
平
等
を
象
徴
す
る
真
言
の
加
持
に
よ
っ
て
、
通
達
菩
提
心
・
修
菩
提
心
・
成
金
剛
心
・

証
金
剛
身
・
仏
身
円
満
の
「
五
相
成
身
」
を
成
就
し
、
妙
観
察
智
の
力
に
よ
っ
て
即
身
成
仏
し
、
心
は

曼
荼
羅
と
な
っ
た
。
だ
か
ら
、
あ
る
密
典
に
「
我
覺
本
不
生
」
云
々
と
言
い
、
ま
た
眞
言
に
は
「
の
う

ま
く 

さ
ま
ん
だ
ぼ
だ
な
ん 

あ
さ
ん
め
い
ち
り
さ
ん
め
い 

さ
ん
ま
え
い 

そ
わ
か
」
云
々
と
言
う
。

こ
の
よ
う
な
真
言
、
こ
の
よ
う
な
偈
文
は
、
法
界
体
性
で
あ
る
こ
と
を
こ
の
身
に
示
し
（
即
身
）
、
（
法

性
と
い
う
）
真
理
を
こ
の
心
に
表
わ
し
て
い
る
。
こ
れ
を
ひ
と
た
び
聞
け
ば
、
四
悪
趣
の
重
罪
や
極
欲

を
除
き
、
ひ
と
た
び
誦
す
れ
ば
三
平
等
や
四
種
法
身
を
覚
る
。
お
前
は
長
い
間
こ
う
し
た
密
教
の
奥
義

を
理
解
し
て
き
た
。
私
は
そ
の
こ
と
を
重
ね
て
お
前
の
た
め
に
説
い
た
の
で
あ
る
。 

 

※
註
記
１
：
世
諦
は
、
こ
こ
で
は
世
俗
の
理
法
。
龍
樹
は
じ
め
大
乗
中
観
派
が
言
う
「
世
俗
諦
」
を
直
接



意
味
し
て
は
い
な
い
。 

※
註
記
２
：
事
法
は
、
生
滅
流
転
を
く
り
返
す
諸
行
無
常
の
道
理
。 

※
註
記
３
：
祕
印
は
、
手
印
、
印
相
。 

※
註
記
４
：
不
生
は
、
阿
字
本
不
生
。 

※
註
記
５
：
一
阿
は
、
阿
字
一
字
。 

※
註
記
６
：
五
智
は
、
金
剛
界
五
如
来
の
智
慧
。
法
界
体
性
智
（
大
日
）
・
大
円
鏡
智
（
阿
閦
）
・
平
等

性
智
（
宝
生
）
・
妙
観
察
智
（
阿
弥
陀
）
・
成
所
作
智
（
不
空
成
就
） 

※
註
記
７
：
鎫
水
は
、
毘
盧
遮
那
バ
ン
字
大
悲
の
水
。 

※
註
記
８
：
法
界
三
昧
は
、
法
界
定
印
を
結
印
す
る
胎
蔵
界
念
誦
法
。 

※
註
記
９
：
四
祕
は
、
四
種
智
印
。
金
剛
界
の
大
智
印
・
三
昧
耶
智
印
・
法
智
印
・
羯
磨
智
印
。
大
師
の

『
金
剛
頂
経
開
題
』
は
、
『
金
剛
頂
経
』
の
経
題
『
金
剛
頂
一
切
如
来
真
実
摂
大
乗
現
証
大
教
王
経
』

を
「
如
来
＝
大
智
印
」
「
金
剛
＝
三
昧
耶
智
印
」
「
真
実
＝
法
智
印
」
「
大
教
王
＝
羯
磨
智
印
」
と
し
、

経
題
の
各
々
が
各
印
の
要
義
を
摂
し
尽
く
す
と
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
大
師
は
、
『
金
剛
頂
経
』
の
所

説
を
四
智
印
で
代
替
す
る
。
こ
こ
は
、
「
す
な
わ
ち
、
（
真
理
の
場
た
る
）
そ
の
曼
荼
羅
に
入
っ
て
、

即
身
に
成
仏
の
境
地
に
到
達
せ
ん
と
す
る
密
教
徒
が
〈
一
尊
瑜
伽
〉
の
行
法
（
身
に
そ
の
尊
の
羯
磨
印

を
結
び
、
口
に
そ
の
法
印
を
発
音
し
、
意
に
そ
の
三
昧
耶
印
を
念
想
し
、
か
く
て
自
ら
の
一
身
を
そ
の

尊
の
シ
ン
ボ
ル
、
即
ち
大
印
と
化
し
、
シ
ン
ボ
ラ
イ
ズ
さ
れ
る
も
の
と
シ
ン
ボ
ル
そ
れ
自
体
は
同
一
で

あ
る
、
と
い
う
『
金
剛
頂
経
』
の
瑜
伽
の
論
理
に
よ
っ
て
そ
の
特
定
の
一
尊
と
自
己
と
の
瑜
伽
を
実
現



せ
ん
と
す
る
行
法
）
に
よ
っ
て
そ
の
尊
と
自
ら
と
を
同
一
化
す
べ
き
尊
格
、
と
し
て
変
現
し
て
三
昧
耶

曼
荼
羅
を
形
成
す
る
の
で
あ
る
」
（
『
反
密
教
学
』
津
田
真
一
）
に
留
意
し
て
お
き
た
い
。 

※
註
記
１
０
：
月
鏡
は
、
満
月
＝
本
有
菩
提
心
。 

※
註
記
１
１
：
心
蓮
は
、
本
来
清
浄
な
心
。 

※
註
記
１
２
：
妄
薪
は
、
迷
妄
（
煩
悩
）
の
薪
。 

※
註
記
１
３
：
智
火
は
、
サ
ト
リ
の
智
慧
の
火
。 

※
註
記
１
４
：
金
剛
は
、
金
剛
身
。 

※
註
記
１
５
：
三
等
は
、
三
平
等
。
三
平
等
に
は
身
（
印
）
・
口
（
真
言
）
・
意
（
観
想
）
と
か
我
身
・

仏
身
・
衆
生
身
な
ど
い
く
つ
か
意
味
が
あ
る
が
、
こ
こ
は
あ
と
に
続
く
「
真
言
加
持
」
と
「
五
相
成
身
」

を
考
慮
し
、
我
・
金
剛
身
・
法
界
（
金
剛
界
如
来
、
一
切
の
如
来
）
の
不
二
平
等
と
と
る
。 

※
註
記
１
６
：
眞
言
は
、
「
五
相
成
身
」
の
五
相
各
々
の
真
言
。
こ
れ
を
、
胎
蔵
界
入
仏
三
昧
耶
真
言
の

「
三
平
等
（
チ
リ
サ
ン
マ
エ
イ
）
」
と
す
る
説
が
あ
る
（
『
三
教
指
歸 

性
霊
集
』
岩
波
書
店
）
が
、

そ
の
場
合
「
三
平
等
」
の
「
三
」
に
身
・
口
・
意
な
ど
の
諸
説
が
あ
る
。 

※
註
記
１
７
：
五
相
成
身
は
、
『
金
剛
頂
経
』
の
名
場
面
で
、
一
切
義
成
就
菩
薩
（
＝
シ
ッ
ダ
ー
ル
タ
＝

釈
尊
）
が
サ
ト
リ
に
至
っ
た
最
終
過
程
を
（
自
性
成
就
の
）
真
言
に
よ
っ
て
代
替
す
る
。
す
な
わ
ち
、

通
達
菩
提
心
・
修
菩
提
心
・
成
金
剛
心
・
証
金
剛
身
・
仏
身
円
満
の
真
言
。 

※
註
記
１
８
：
妙
觀
智
力
は
、
妙
観
察
智
（
五
智
の
一
つ
）
の
力
。 

※
註
記
１
９
：
卽
身
成
佛
は
、
こ
こ
は
「
五
相
成
身
」
の
仏
身
円
満
。 



※
註
記
２
０
：
経
曰
「
我
覺
本
不
生
云
々
」
は
、
『
大
日
経
疏
』
具
緣
品
。 

※
註
記
２
１
：
「
曩
莫
三
曼
多
没
駄
南
～
」
は
、
胎
蔵
界
の
入
仏
三
昧
耶
真
言
。 

※
註
記
２
２
：
伽
陀
は
、
短
い
句
、
ガ
ー
タ
ー
、
偈
頌
・
偈
文
。
こ
こ
は
「
我
覺
本
不
生
云
々
」
の
こ
と
。 

※
註
記
２
３
：
法
體
は
、
法
界
体
性
と
し
て
の
身
体
、
法
身
。 

※
註
記
２
４
：
此
身
は
、
こ
の
身
、
生
身
、
肉
身
。 

※
註
記
２
５
：
四
重
は
、
四
悪
趣
（
地
獄
・
餓
鬼
・
畜
生
・
修
羅
）
の
重
罪
。 

※
註
記
２
６
：
一
闡
提
は
、
一
闡
底
迦
。
極
欲
、
信
不
具
足
、
断
善
根
。
成
仏
の
要
件
を
持
た
な
い
者
。 

※
註
記
２
７
：
三
等
は
、
前
述
。
三
平
等
に
つ
い
て
、
『
三
教
指
歸 

性
靈
集
』
（
岩
波
書
店
）
は
説
明

が
一
貫
し
な
い
。 

※
註
記
２
８
：
四
法
身
は
、
四
種
法
身
。
自
性
身
・
受
用
身
・
変
化
身
・
等
流
身
。 

 

●
本
文
：
仰
願 

金
剛
海
會 

卅
七
尊 

大
悲
胎
蔵 

四
種
曼
荼
羅 

入
我
我
入
加
持
故 

六
大
无

碍
瑜
伽
故 

與
塵
數
眷
属 

无
來
而
來 

將
海
滴
分
身 

不
攝
而
攝 

開
五
智
本
有
殿 

授
九
尊

性
蓮
宮 

都
法
界
以
稱
帝 

遍
刹
塵
而
撫
民 

有
情
所
攝 

無
明
所
持 

同
悟
此
理 

速
證
自
大

覺 

書
き
下
し
：
仰
ぎ
願
わ
く
は
、
金
剛
海
會

か

い

え

の
卅
七
尊
、
大
悲
胎
蔵
の
四
種

し

し

ゅ

曼
荼
羅
、
入
我
我
入

に
ゅ
う
が
が
に
ゅ
う

の
加
持
の



故
に
、
六ろ

く

大だ
い

は
无
碍

む

げ

に
し
て
瑜
伽

ゆ

が

な
る
が
故
に
、
塵
數

じ
ん
じ
ゅ

の
眷
属

け
ん
ぞ
く

と
と
も
に
无
來

む

ら

い

に
し
て
來
た
り
、
海か

い

滴て
き

の
分
身
と
と
も
に
不
攝

ふ
し
ょ
う

に
し
て
攝
せ
ん
。
五
智
本
有

ほ

ん

ぬ

の
殿
を
開
き
、
九く

尊
性

そ
ん
し
ょ
う

蓮れ
ん

の
宮
を
授
け
ん
。
法
界

を
都
と
し
以
て
帝

み
か
ど

を
稱た

た

え
、
刹せ

つ

塵じ
ん

に
遍
し
て
民
を
撫な

で
ん
。
有
情

う
じ
ょ
う

の
攝

し
ょ
う

す
る
所
、
無
明
の
持
す
る
所
、

同
じ
く
此
の
理
を
悟
り
、
速
か
に
自
ら
大
覺

だ
い
か
く

を
證

し
ょ
う

せ
ん
。 

私
訳
：
仰
ぎ
見
て
願
う
に
、
金
剛
界
曼
荼
羅
の
三
十
七
尊
、
胎
蔵
生
曼
荼
羅
の
大
・
三
・
法
・
羯
の
四
種

の
曼
荼
羅
、
そ
れ
ら
の
諸
尊
と
の
入
我
我
入
（
相
互
装
入
し
て
一
体
）
の
故
に
、
六
大
（
地
・
水
・
火
・

風
・
空
・
識
）
は
障
礙
な
く
相
互
相
入
し
て
一
つ
に
な
っ
て
い
る
が
故
に
、
（
諸
尊
は
）
数
え
切
れ
な

い
ほ
ど
の
諸
天
善
神
と
と
も
に
（
不
滅
の
滅
と
同
じ
く
）
本
有
態
と
し
て
は
无
來
な
の
で
あ
る
が
現
象

態
と
し
て
來
た
り
、
曼
荼
羅
海
会
の
大
日
如
来
の
分
身
（
＝
仏
・
菩
薩
）
と
と
も
に
本
有
態
と
し
て
は

不
摂
（
衆
生
済
度
を
し
な
い
の
）
で
あ
る
が
現
象
態
と
し
て
は
摂
（
衆
生
済
度
）
す
る
こ
と
を
。
ま
た
、

五
智
を
本
来
有
す
る
（
金
剛
界
）
五
仏
の
世
界
を
開
き
、
胎
蔵
生
曼
荼
羅
の
中
央
に
あ
っ
て
五
如
来
と

四
菩
薩
（
九
尊
）
が
坐
す
本
有
と
し
て
の
八
葉
蓮
台
の
世
界
を
授
け
る
こ
と
を
。
ま
た
。
法
界
を
都
と

し
て
帝
（
大
日
如
来
）
を
称
え
、
国
土
の
隅
々
ま
で
遍
く
民
衆
を
慈
し
む
こ
と
を
。
そ
し
て
、
衆
生
を

済
度
す
る
の
も
、
無
明
を
持
ち
続
け
る
の
も
、
同
じ
く
こ
の
道
理
を
悟
り
、
す
み
や
か
に
自
ら
サ
ト
リ



を
得
ん
こ
と
を
。 

 
※
註
記
１
：
金
剛
海
會
は
、
金
剛
界
曼
荼
羅
。 

※
註
記
２
：
卅
七
尊
は
、
金
剛
界
曼
荼
羅
の
三
十
七
尊
。 

※
註
記
３
：
大
悲
胎
蔵
は
、
胎
蔵
生
曼
荼
羅
。 

※
註
記
４
：
四
種
曼
荼
羅
は
、
大
曼
荼
羅
（
絵
図
）
・
三
昧
耶
曼
荼
羅
（
イ
コ
ン
）
・
法
曼
荼
羅
（
種
字
）
・

羯
磨
曼
荼
羅
（
木
像
、
鋳
像
、
立
体
曼
荼
羅
）
。 

※
註
記
５
：
六
大
は
、
地
・
水
・
火
・
風
・
空
・
識
。
六
大
体
大
。 

※
註
記
６
：
无
碍
は
、
無
礙
、
清
浄
。
障
礙
が
な
い
こ
と
、
清
浄
な
こ
と
。 

※
註
記
７
：
瑜
伽
は
、
合
一
、
相
互
相
入
し
て
一
つ
に
な
る
こ
と
。 

※
註
記
８
：
塵
數
は
、
散
り
の
数
ほ
ど
の
、
無
数
の
、
数
え
切
れ
な
い
ほ
ど
の
、
の
意
。 

※
註
記
９
：
眷
属
は
、
護
法
善
神
、
諸
天
、
天
部
の
神
々
。 

※
註
記
１
０
：
海
滴
は
、
海
は
海
会
＝
曼
荼
羅
。
滴
は
海
会
の
一
滴
＝
諸
尊
。 

※
註
記
１
１
：
分
身
は
、
大
日
如
来
の
分
身
。 

※
註
記
１
２
：
九
尊
は
、
胎
蔵
曼
荼
羅
中
央
の
八
葉
蓮
台
に
配
さ
れ
た
五
如
来
（
大
日
・
宝
幢
・
開
敷
華

王
・
無
量
寿
・
天
鼓
雷
音
）
と
四
菩
薩
（
普
賢
・
文
殊
・
観
自
在
・
弥
勒
）
。
『
三
教
指
歸 

性
霊
集
』

（
岩
波
書
店
）
の
第
九
識
、
は
い
か
が
か
。 

※
註
記
１
３
：
性
蓮
は
、
本
有
と
し
て
の
八
葉
蓮
台
。
同
じ
く
、
同
書
の
「
第
九
識
の
未
開
の
蓮
の
体
性
」



も
い
か
が
か
。 

※
註
記
１
４
：
刹
塵
は
、
刹
は
国
土
。
国
土
の
塵
、
塵
の
数
ほ
ど
無
数
の
国
土
、
の
意
。 

※
註
記
１
５
：
有
情
は
、
衆
生
、
凡
夫
。 


